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菱 沼 和 幸
貝 地 ２

議会選出監査委員
［総務企画委員会］

山 本　　 進
国 府 ２

［産業建設委員会］

玉 造 由 美
真　家

［文教厚生委員会］

飯 村 一 夫
下　林

［総務企画委員会］

岡 野 孝 男
上　曽

［文教厚生委員会］

村 上 泰 道
東 光 台 ２
副議長

［文教厚生委員会］

勝 村 孝 行
柴　内

［文教厚生委員会］

新 田　　 茜
若 松 ２

［産業建設委員会］

髙 野　　 要
東 府 中

［産業建設委員会］

関 口 忠 男
根 小 屋
議　長

［産業建設委員会］

谷田川　　  泰
東 府 中

［総務企画委員会］

川 井 幸 一
柿　岡

［産業建設委員会］

富 田 雅 史
太　田

［文教厚生委員会］

鈴 木 将 史
大　増

［総務企画委員会］

鈴 木 行 雄
東 大 橋

［産業建設委員会］

池 田 正 文
国 府 ７

［総務企画委員会］

小 松 豊 正
総 社 ２

［文教厚生委員会］

櫻 井　　 茂
府 中 ３

［総務企画委員会］

中 根 淳 一
石 岡 １

［文教厚生委員会］

岡 野 孝 雄
大　砂

［産業建設委員会］

鈴 木 康 仁
国 府 ２

［総務企画委員会］
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令和５年度決算から見えたもの
〜決算特別委員会〜

決算特別委員会
　前年度の各会計決算を詳しく審査するために、
全議員が委員となり設置されるのが「決算特別委
員会」です。
　１～３日目は、各常任委員会（総務企画・文教
厚生・産業建設）及び複合文化施設建設特別委員
会が所管する部分の審査が行われ、最終日となる
４日目には、政策的判断を要する部分などを問う
総括審査と採決が行われます。委員会の審査結果
は、第４回定例会開会日の本会議で報告された後、
議会として「認定」「不認定」等の意思決定が行わ
れます。

　令和６年10月21日から24日にかけて、令和５年度の
石岡市各会計決算議案について、決算特別委員会による審
査を行いました。
　質問した委員の数は、４日間で延べ26人。様々な視点
から、市の行った事業や今後の見通しなどについてただし
ました。
　委員会での主な質問をご紹介します。

空家等対策事業
空家バンク民間窓口の設置を

空家バンク活用促進助成金の令和５年度の実績を
伺う。例えば、民間のＪＡや商工会議所に窓口を
設置すれば、家や農地、違った角度で空き家を利
用できる物件の情報などがより入ってくるのでは
ないか。民間活力の利用について、見解を伺う。

空家バンクに登録している空き家の売主と買
主に対し、空き家の売買契約に関わる仲介手
数料の一部を支援する助成金で、実績は３件。
民間の窓口については、空き家の把握が
スムーズにいく点もあり、前向きに検討
していきたい。

シティプロモーション推進経費
シティプロモーション推進懇談会とは

シティプロモーション推進懇談会委員報償の執
行率が大幅に低い。シティプロモーション推進懇
談会というのはそもそもどういうものなのか、事
業の効果、実績の検証等は行われているのか。

シティプロモーションの推進に向け、様々な事
業の展開や決定に関し、助言をいただく場。当
初想定していたより参加の人数が少なかったこ
とが執行率が低い要因。動画コンテストの企画
の内容、広報紙に掲載した市民記者につ
いての協力など、一定の成果を出せたと
考えている。

財政調整基金
積極的な活用の考えは

決算書では、33 億 8,886 万 9,000 円となっ
ている財政調整基金だが、市民生活の為に積極
的な活用も検討すべきと考えるが、見解を伺う。

財政調整基金は、突発的な災害や急を要する
経費に備えるため、決算の余剰金が多い年度
は多く積み立て、財源が不足する年度に取り
崩す、計画的な財政運営を行うための年度間
の財源調整の役割を果たす性格のもの。現時
点では、財政調整基金の役割を踏まえ、
有効な活用、本来の財政調整基金の役
割を考えている。

家庭教育推進事業
家庭教育のさらなる推進は

令和５年度も家庭教育学級の実施について、達成率
が非常に低い状況がある一方で、家庭教育支援員へ
の相談は年々増え、支援員は不足している状況であ
るとのこと。今後の事業展開について見解を伺う。

訪問型家庭教育支援員の担い手の確保、また、市
内幼児教育施設、小学校の理解と協力を得て家庭
教育学級を実施し、推進体制の強化を目指す。実
施が難しい場合には、引き続き家庭教育だよりを
作成、配布し、家庭教育の知識と新しい情
報を提供することで、家庭教育の推進を図
りたい。



特集

4いしおか市議会だより　第94号
令和7年3月1日　発行

特別委員会の終わりと始まり、そして
〜第４回定例会の注目点〜

　第４回定例会では、複合文化施設建設特別委員会の調査報告のほか、議員から複数の決議案が
提出されるなど、様々な動きがありました。
　定例会最終日の 12 月 20 日に議会で議題となった３つの案件について取り上げます。

　議会では、令和６年第３回定例会において「複合文化施設を駅東地区へ建設する計画に反対す
る決議」を賛成多数で可決しました（詳細は、いしおか市議会だより第 93 号をご覧ください）。
　その後、10 月 28 日に複合文化施設整備審議会（以下「審議会」）から市長に対し「『鹿島鉄
道跡地』に施設本体を整備すべき」とする最終答申がなされました。
　複合文化施設建設特別委員会では、審議会からの最終答申の内容や、執行部の今後の整備方針
について調査するため、継続して委員会を開催してきました。

　建設地に関する執行部のあまりに急な方針転換、また、執行部から提出される資料も「複合文
化施設」ではなく「新市民ホール」と表現されるに至り、委員からは「執行部が建設したいのは
複合文化施設ではなく新市民ホールなのではないか」、「複合文化施設でなければ本特別委員会の
設置の目的は失われる」旨の指摘があり、委員会として、執行部が建設を進めようとしているの
は議会が理解する複合文化施設ではないとの判断に至り、本会議で特別委員会報告の後、本特別
委員会を終了する旨、全会一致で決定しました。　
　定例会最終日に複合文化施設建設特別委員会の新田委員長から行われた委員会報告は、委員会
の設置から現在までの調査経過の報告の後、次の言葉で締めくくられました。

　11 月 25 日に開催した委員会の冒頭、市長から今後の整備方針について発言がありました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲複合文化施設建
　設特別委員会の
　記録はこちら

委員会の記録

第11回
（11月 13日）

・審議会からの最終答申について
・シンポジウムの開催について

第12回
（11月 25日） ・複合文化施設整備事業の今後について

第13回
（12月 18日） ・今後のスケジュールについて

❶「複合文化施設建設特別委員会」の調査が終了

　地域の文化拠点として、多くの市民にとって、安全かつ快適な施設を着実に
整備していくため、熟考の末、いしおかイベント広場に新市民ホールを整備す
ることにより、石岡市の文化芸術の推進と魅力あるまちづくりの実現へ向けて、
取組を前に進めていきたいと考えている。

　今回の報告をもって特別委員会の調査は終了となり、執行部が掲げる新市民ホール整備につい
ては、所管委員会である産業建設委員会で調査が進められることとなります。

　執行部の進めている新市民ホール整備に関しては、所管は元の常任委員会に
戻るものでございますが、執行部におかれましては、これまで本特別委員会で
指摘された事項を無駄にすることなく、これまで以上に丁寧な説明を求めるも
のといたしまして、本特別委員会の報告を終わります。
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　池田正文議員ほか 13 名の議員から「市有公共用地貸借に関する調査特別委員会の設置を求め
る決議」が提出され、賛成多数で可決。これにより、市有公共用地貸借に関する調査特別委員会
が設置されました。
　本委員会は、地方自治法第 100 条第１項、同条第 10 項及び同法第 98 条第１項の権限を議
会から委任された、いわゆる「百条委員会」となります。
　本委員会では、令和５年にいしおかイベント
広場で開催された「FooD FooD FooD 2023」
及び令和６年に八郷総合運動公園で開催された

「Otomeshi Festival 2024」に伴う民間事業者
への市有公共用地賃借に関して、市条例及び規則
に反した後援名義及び施設の使用申請、及びこれ
らを許可・承認した石岡市の不当な行政行為と施
設の目的外使用により生じた石岡市の損害を明
らかにするため、一連の事務処理とそれに至った
経緯の調査を行うこととしています。
　委員の構成は、以下のとおりです。

❷「市有公共用地貸借に関する調査特別委員会」設置

百条委員会
　地方自治法第 100 条に基づき設置
される特別委員会です。調査に当たり、
関係者に対して出頭、証言、記録の提
出を求めることができ、正当な理由な
く出頭や証言を拒否したり、虚偽の陳
述を行ったりした場合には、禁錮刑な
どの罰則があります。

市有公共用地貸借に関する調査特別委員会（定数10）◎：委員長　○：副委員長
◎山本　　進 ○櫻井　　茂 髙野　　要 岡野　孝男 池田　正文

　谷田川　泰 　勝村　孝行 玉造　由美 岡野　孝雄 川井　幸一

　山本進議員ほか 10 名の議員から「谷島市長の辞職を求める決議」が提出され、賛成多数で可
決しました。決議の全文は、以下のとおりです。
　なお、この決議は不信任決議とは異なり、法的拘束力はありません。

❸「谷島市長の辞職を求める決議」可決

谷島市長の辞職を求める決議（全文）

　谷島市長が誕生してから、すでに約４年８か月が経過した。
　この間われわれは、谷島市長が、どのような信念のもと、どのようなまちづくりのビジョンを描き、どのよう
な施策を行って、石岡市をどこへ導こうとしているのか、それを一般質問や予算特別委員会、または複合文化施
設建設特別委員会などの質疑を通じ、理解し協力しようとしてきた。
　しかし、その都度われわれが感じてきたのは、谷島市長には、われわれが期待した信念も、描いているビジョ
ンも、施策を選択し実行する指導力も、石岡市の未来を描く想像力も欠如しているのではないかという疑いであっ
た。加えて、谷島市長のみならず、谷島市政を支える田所副市長及び執行部の、大局観、戦略性を欠いた行政運
営も明らかになったが、これを補うように、令和４年、市長公室の行革推進課が経営戦略課に、経済部が産業戦
略部に名称変更されたものの、以降も当市の行政運営には何の戦略性も見いだせなかったことは、まさに皮肉で
あると言わざるを得ない。
　谷島市長の失政をあげつらうのではないが、いま申し述べたことの一端を示せば、１期目における公立病院の
頓挫、旧法政グラウンドの利活用失敗、２期目に続く複合文化施設建設の紆余曲折と停滞、台湾台中市との交流
の不手際、さらには将来を嘱望される若手有能職員の相次ぐ離職など、決して看過できない問題が挙げられる。
特に、複合文化施設建設地にかかる昨今の迷走は、われわれが市長という職に期待する信念、まちづくりのビジョ
ンなどを、谷島市長が決定的に欠いている事実を明らかにした。さらに、度重なる職員の不祥事に対する管理責
任と事後対応における危機管理能力の欠如を厳しく糾さなければならない。
　われわれは、石岡市及び石岡市民をこの停滞から救い出し、石岡市の未来を切り拓くためには、谷島市長がそ
の職を退くことが最善の道であると信ずる。
　よって、市長においては、その地位や名誉に拘泥することなく、石岡市と石岡市民の未来を第一に考え、自ら
潔く辞職されるよう強く求める。
　以上、 決議する。　
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条例と規則
条例：普通地方公共団体の区域内にお

いて適用される自治立法であり、
国の法令に違反しない範囲で定
める。議会の議決が必要。

規則：条例とともに普通地方公共団体
が制定する自治立法であり、国
の法令に違反しない範囲で地方
公共団体の長が定める。議会の
議決を必要としない。

▲石岡市の条例な
　どはこちらから

石岡市例規集
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補正予算の主な事業と予算額

第
４
回
定
例
会

■過誤納還付金（国・県負担金精算に伴う返還等）  2 億 7,496 万円

■総合保健センター整備事業
用地購入 2,400 万円

工作物補償 800 万円

■学校維持管理経費（小学校費） 513 万 5 千円

■教育振興支援事業
図書 29 万 9 千円

指導書 1,666 万 7 千円

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
議
案
２
件
は
、
令

和
６
年
６
月
16
日
、
市
営
自
由
ヶ
丘
団

地
１
号
棟
の
電
気
設
備
の
故
障
に
よ
り

居
住
者
の
電
化
製
品
が
故
障
し
た
事
故

と
、
市
内
中
学
校
が
印
刷
物
及
び
同
中

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
著

作
権
を
有
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
許
可
な
く

使
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

損
害
を
賠
償
し
和
解
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
４
件
は
、

令
和
７
年
３
月
31
日
に
指
定
管
理
期
間

が
満
了
す
る
施
設
（
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
交

流
施
設
、
関
川
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、三
村
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

石
岡
市
体
験
型
観
光
施
設
朝
日
里
山
学

校
）
に
お
け
る
令
和
７
年
４
月
１
日
以

降
の
各
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
議
案

は
、
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
締
結
議

案（
Ｒ
６
園
部
小
学
校
外
部
改
修
工
事
）

に
つ
い
て
、
工
事
の
過
程
に
お
い
て
修

繕
を
要
す
る
箇
所
が
増
加
し
た
こ
と
に

伴
い
、
契
約
金
額
を
２
０
９
０
万
円
増

額
し
、
１
億
５
１
５
１
万
４
０
０
０
円

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。　

　

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
損
害
賠
償

請
求
に
関
す
る
和
解
議
案
２
件
は
、
令

和
６
年
８
月
22
日
、
石
岡
市
国
府
五
丁

目
地
内
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
の
職

員
が
公
用
車
を
運
転
中
に
発
生
し
た
人

身
・
物
損
事
故
と
、
令
和
６
年
10
月
２

日
、
石
岡
市
上
青
柳
地
内
に
お
い
て
消

防
本
部
の
職
員
が
公
用
車
を
運
転
中
に

発
生
し
た
物
損
事
故
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
損
害
を
賠
償
し
和
解
す
る
も
の

で
、
こ
の
議
案
に
関
連
し
、
令
和
６
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
と

し
て
、
損
害
賠
償
金
を
計
上
し
て
い
ま

す
。定

例
会
最
終
日　

特
別

職
の
給
料
減
額
に
係
る

議
案
２
件
を
否
決

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
を
除

き
各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
を
経
て
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額
に
係
る
議

案
２
件
を
否
決
し
ま
し
た（
詳
細
は
８
、

12
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
そ
の
他
の
市
長

提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日　

決
議

案
２
件
を
可
決

　

池
田
正
文
議
員
ほ
か
13
名
か
ら
「
市

有
公
共
用
地
貸
借
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
決
議
」
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
山
本
進
議

員
ほ
か
10
名
か
ら
「
谷
島
市
長
の
辞
職

を
求
め
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

石岡市議会用語集
議会に関する用語を分かりやすく解説

石岡市議会ホームページで
ご覧いただけます。
アクセスはこちらから

議会用語集

決議って、
なんだろう？
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市長・副市長の給料減額に係る議案２件を否決
職員逮捕の責任を重く受け止めているとは思えない内容ではないか

議案第140号【令和６年度石岡市一般会計補正予算（第８号）】
　内容：消防職員の偽造通貨行使罪による逮捕に関し、市長及び副市長の給料月額を減額するもの
　　　　（18 万 2,000 円減額）※下記議案にかかる補正予算

議案第141号【石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の臨時特例に
関する条例の制定】

　内容：消防職員の偽造通貨行使罪による逮捕について、自治体の責任ある立場として、その責を重
く受け止め自らを処するため、令和７年１月１日から令和７年１月 31 日までの間、市長及
び副市長の給料月額をそれぞれ 10 パーセント減額する。

　令和６年第４回定例会最終日に市長から追加で提出された、市長・副市長の給料減額に係る議案２件につ
いては、提案理由として、職員の逮捕についての責を重く受け止め、市長及び副市長の給料月額を減額する
旨の説明がありました。
　しかし、その内容について、議員から質疑や反対討論があり、採決の結果、賛成少数で否決しました。

市長及び副市長の給料月額 10％減額と
した根拠は？

特に定めがないため、当市のこれまで
の減額の状況を踏まえ、市長が判断し
ている。

減額の期間を１か月とした根拠は？

特に定めはない。令和６年８月の職員
の公金着服、窃盗事件の際も減給 10％
の１か月とした例があり、参考とした
ものと認識している。

反対討論

石岡の知名度がどれだけ落ちたか。日本
全国でこのような事件がない中、石岡市
で起きてしまった。その反省の内容とし
て理解ができない。

偽造通貨行使という重大事件にもかかわ
らず、先例に従ってという理由だけで１
月、10％減額という内容では、到底納得
できるものではない。自ら反省するとい
う姿勢を全く感じることはできない。

採決の結果、賛成少数で２議案ともに否決
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教育支援センター条例の制定
教育相談、教育的支援などを行う目的

平和大使派遣事業
平和大使派遣業務委託料134万2千円

学校施設事務費
個別施設計画策定業務委託料688万6千円

　市内中学校が、印刷物及び同中学校のホームペー
ジの作成において著作権を有するイラストを許可な
く使用したことについて、損害を賠償し、和解する
もの。

イラストを使用してしまった経緯は？

部活動運営方針作成の際に、無料で利用で
きるのは非営利の個人のみで、学校も含め
個人以外は有料であるとの内容を確認せず
に使用したもの。

発覚後の対応は？

❶インターネット検索による画像・イラス
ト等の使用の禁止、❷学校ホームページ等
に掲載の全文書の再確認、❸危機管理マ
ニュアルに掲載し、全職員に伝達、徹底を
図る、以上３点について指示をし、再発防
止を図った。

　令和６年３月 31 日をもって閉校となった旧石岡
市立北小学校の跡地に、当市の教育支援業務の拠点
としての石岡市教育支援センターを設置するもの。

教育支援センターと各小中学校の関係性や
連携は？

不登校児童生徒、特別な教育支援が必要な
児童生徒、外国人児童生徒等への相談支援
を行う。適宜学校と情報交換等を行い、共
通理解を図るなど、十分な連携により適切
な支援を進めていきたい。

どのような体制で運営していくのか？

４月からは、現在の教育相談室あすなろ支
援員６名、幼児教育相談室ひまわり支援員
２名、スクールソーシャルワーカー３名、
特別支援教育アドバイザー３名、加えて、
センター長や事務職員等の配置について、
関係部局と協議している。

　平和記念式典をはじめ、被爆関連の施設等を見学
することで、戦争の悲惨さ、平和の大切さ、命の尊
さについて改めて考える機会を提供し、平和に対す
る理解を深めることを目的として、市内各中学校の
生徒２名ずつを広島に派遣するもの。

生徒が１５０人であったり、５００人以上
の学校もある中で、選ばれるのは２名づつ
ということである。学校規模によって、子
供たちが平和大使になれるチャンスが不平
等であると感じる。全体的なバランスの見
直しについて検討してはどうか？

平和を学ぶ貴重な機会であるため、平等で
ある点が重要であると考える。学校規模に
よって、チャンスが訪れる機会が全く違っ
てくるという点について、今後しっかり検
討する必要があると考える。

　令和 2 年 3 月に策定した石岡市学校施設個別施
設計画が策定後 5 年を経過したこと、現在進めてい
る石岡市立小中学校統合再編計画の見直しに併せ、
今後の小中学校の改修工事等の方向性を再検討する
ための学校施設個別施設計画策定業務委託料を計上
するもの。

繰越明許費となる理由は？

業務量を鑑み、履行期間として年度をまた
いでしまう見込みがあることから、繰越明
許費を設定している。

イラスト無断使用による著作権侵害
17万 6千円を賠償

性質上または予算成立後の
事由に基づき、年度内にそ
の支出を終わらない見込み
のあるものについて、翌年
度に繰り越して使用する経
費
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請願・陳情の審議（１）
受理した請願・陳情のうち、請願１件、陳情13件について結論を出しました。
（続きは次ページ）

●脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見書を国及び茨城県に
提出する事を求める請願（紹介議員：菱沼和幸）【審査結果：採択】
請 願 趣 旨　脳脊髄液減少（漏出）症にかかる医療体制の確立や

指定難病への追加などを求める意見書を国及び茨城県に提出すること
を求める
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは「請願者の求めている趣旨については大

変理解もしたところで、やはり困っている方々に対する支援の手を広
げるというこの請願趣旨の願意は妥当である」との意見や、「茨城県
内に専門医のいるような病院を確保することは大切なことだと思うの
で、この請願については採択が妥当だと思う」などの意見が出されま
した。

●石岡市議会すべての委員会の積極的な情報開示を求める陳情
　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　すべての委員会における資料を遅くとも委員会開会

前にウェブサイト上に開示すること、生中継及び録画配信を行うこと
を求める
審査委員会　議会運営委員会
委員会の意見　委員からは「住民に開かれた議会は重要であると考

えるが、そこを重視するあまりに議会本来の役割である会議において
議論を尽くすという機能が損なわれるのでは、本末転倒になってしま
う」などの意見が出されました。

●石岡市八郷総合支所の夜間警備業務委託の改善に係る陳情
　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　八郷総合支所の夜間警備員の常駐について、機械警

備方式に変更し、コスト意識を持った行政運営を求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「機械警備にして、夜間に不審者や緊急

対応ができなかったりしてはまずいので、しっかり精査し対応してほ
しい」などの意見が出されました。

●平成 29年３月に策定された石岡市公共施設等総合管理計画をス
ピード感をもって着実に推進することを求める陳情

　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　石岡市公共施設等総合管理計画を、先送りすること

なくコスト削減を図り、危機管理意識とスピード感をもって推進する
ことを求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「個別施設計画も令和元年度に策定され

ており、着実に一歩一歩進んでいる。見直しも令和７年から８年に行っ
ていく状況のため、しっかりとこの部分を見据えていきたい」などの
意見が出されました。

●石岡市道Ｂ0104号線の降雨による水溜まり箇所の改善に係る陳情
　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　市道Ｂ0104号線の一部区間で排水が未整備で、台風

などで道路が冠水し車両の通行に支障を来すことから、水たまり箇所
の改善を求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　執行部から「土砂の撤去及びのり面整形に取り組ん

だあと、当該箇所に接する地権者に対し、水たまりの発生付近の土砂
撤去を依頼し、当該市道の路面排水の改善に取り組んでおり、現在は、
経過観察を行っている」との説明がありました。委員からは「現状を
考えたとき、危険性、緊急性の点からも以前と状況は変わっていない
ようにも判断するので、不採択が妥当ではないか」などの意見が出さ
れました。

●石岡市本庁舎及び八郷総合支所を敷地内全面禁煙にすることを求め
る陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　県内各自治体では健康増進法の趣旨を理解し全面禁

煙を実施しているため、さらなる意識改革を求め、市役所敷地内全面
禁煙を求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「健康増進法 25 条の中で、利用者に受

動喫煙を防止するため、必要な措置を講ずるよう努めなければならな
いとある。分煙がしっかりできていることが確認されたので不採択が
妥当ではないか」などの意見が出されました。

●石岡市通勤者通学者特急券購入費補助金交付事業の取りやめに係る
陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　特急券購入費補助金交付事業が当市の人口減少の歯

止めになっていると思われず、大きな成果を上げていない補助事業を
令和６年度で取りやめることを求める
審査委員会　総務企画委員会
委員会の意見　委員からは「通勤者と通学者の事業を分けてもいい

かと思うので、併せて調査研究していただければと思う。この部分は
１年かけて行っていく状況なので、不採択とすべき」などの意見が出
されました。

●公共施設の予約期間に関する陳情【審査結果：採択】
陳 情 趣 旨　令和６年９月１日から予約方法が改善された公共施

設について、予約期間を杉並スポーツ広場と同様の７か月まで延ばす
ことを求める
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは「公共施設の予約に関してはまだまだ見

直す点があるという指摘もあり、全体的な統一的な手法は、まだ道半
ばと感じる。願意は妥当と考える」などの意見が出されました。

●石岡市学校給食費滞納額の解消を早急に推進することに係る陳情
【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　学校給食費の滞納額が一向に改善されていないこと

から、教育委員会事務局が一丸となって、学校給食費の滞納額解消を
推進するよう求める
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは「未納額一覧を見ると増えているわけで

はなく、努力の形は見える。陳情者の趣旨について一部理解するとこ
ろはあるが、改めてこれ以上教育委員会に求めるまでではない、不採
択でいいのではないか」などの意見が出されました。

●石岡市立東地区公民館において毎年地権者へ支払っている高額な借
地料の改善にかかる陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　東地区公民館の高額な借地料の改善について、担当

課、関係部署で調査検討の上、予算の有効的な使い方の実施を求める
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　執行部から「地価の推移もあるが、借地料について

は減額となっており、交渉についても、各年度に複数回、地権者に減
額のお願いや交渉を引き続きおこなっている」との説明がありました。
委員からは「実施に向けて従前より取り組んでいるということを鑑み
ると、改めて採択するまでではないと考える」などの意見が出されま
した。

●石岡市の耕作放棄地解消における甘薯（紅はるか等）、小玉スイカ
などの生産振興施策の実施を求める陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　紅はるか、小玉スイカなどを特産品として推進し、

当市の耕作放棄地解消のための施策として実施を求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「まず石岡市としては、農業委員会をと

おして、耕作放棄地の解消をできるだけ早急に進めてもらい、そのの
ちに陳情についても、今後、精査をしていくというふうな形のほうが
いいのではないか」などの意見が出されました。

●高齢者の加齢性難聴者に対する補聴器購入助成制度の創設を求める
陳情【審査結果：採択】
陳 情 趣 旨　70歳以上の半数以上が加齢性難聴と言われる中、65

歳以上の高齢者の加齢性難聴者に対する補聴器購入助成制度の創設を
求める
審査委員会　文教厚生委員会
委員会の意見　委員からは「当市においては、障害手帳をお持ちの

方への対処をしており、制度の拡充をすればゼロベースでの創設では
ないし、この趣旨に十分対応できるのではないか」などの意見が出さ
れました。
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令和６年第４回定例会

決　

算

令和５年度石岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処
分及び決算認定

令和５年度石岡市公共下水道事業会計未処分利益剰余
金の処分及び決算認定

令和５年度石岡市農業集落排水事業会計未処分利益剰
余金の処分及び決算認定

条
例

石岡市教育支援センター条例の制定

石岡市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

人
事

教育委員会委員の任命（島田稔紀氏）

石岡市及び事務組合公平委員会委員の選任（仲田卓氏）

そ

の

他

指定管理者の指定（石岡市朝日スポーツ交流施設）

指定管理者の指定（関川地区ふれあいセンター）

指定管理者の指定（三村地区ふれあいセンター）

指定管理者の指定（石岡市体験型観光施設朝日里山学校）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解（市
営住宅の電気設備の故障による事故に係るもの）

■全会一致で可決
令和６年第４回定例会

予　
　

算

専決処分の承認（令和６年度石岡市一般会計補正予算
（第５号））

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第６号）

令和６年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

令和６年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和６年度石岡市水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第３
号）

令和６年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算（第
２号）

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第７号）

決　

算

令和５年度石岡市駐車場特別会計歳入歳出決算認定

令和５年度石岡市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定

令和５年度石岡市介護サービス事業特別会計歳入歳出
決算認定

議案の審議結果

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見書
意見書案２件を可決し、関係行政庁に提出しました。

●脳脊髄液減少（漏出）症の診断・治療体制の確立等を求める意見書
内　　　容　全国に数十万人いると言われ、その多くが難治性である脳脊髄液減少（漏出）症患者を救済す
るため、国の研究機関で難病性の患者の診断基準の確立を急ぎ、治療方法の開発研究をして治療体制を整え
ること、さらに、難治性の長期疾患患者を指定難病へ追加することを求める
提　出　先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣

●脳脊髄液減少（漏出）症の専門医のいる病院の確保を求める意見書
内　　　容　茨城県内において保険適用で長期にわたり病態などを総合的に経過観察できる医療施設がない
現状を踏まえ、茨城県内に専門医のいる拠点となる病院を１か所確保するよう求める
提　出　先　茨城県知事、茨城県保健医療部長

請願・陳情の審議（２）

●石岡市農作物被害防止防護柵設置事業補助金の増額に係る陳情
　【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　厳しい農業経営の現状を的確に捉え、農産物生産者

へ防護柵設置補助金の増額を求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「イノシシの個体数を減らすことをやっ

ていったほうがいいのではないか。この補助金は、適時金額や内容に
ついて、必要に応じて見直しているということで、不採択ではないか」
などの意見が出されました。

●旧石岡地区にドッグラン設置を求める陳情【審査結果：不採択】
陳 情 趣 旨　旧石岡地区の廃校跡地にドッグラン設置を求める
審査委員会　産業建設委員会
委員会の意見　委員からは「整備にかかる費用が高額になると考え

る。公設となれば、ランニングコストもかかり、あったらいいと思う
施設ではあるが、緊急性は感じられないということから、この財政が
厳しい状況下で、非常に厳しいのではないか」などの意見が
出されました。
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第４回定例会

陳　
　

情

石岡市通勤者通学者特急券購入費補助金交付事業の取
りやめに係る陳情
石岡市学校給食費滞納額の解消を早急に推進すること
に係る陳情
石岡市立東地区公民館において毎年地権者へ支払って
いる高額な借地料の改善に係る陳情
石岡市の耕作放棄地解消における甘薯（紅はるか等）、
小玉スイカなどの生産振興施策の実施を求める陳情
石岡市農作物被害防止防護柵設置事業補助金の増額に
係る陳情

第４回定例会

陳　
　

情

石岡市議会すべての委員会の積極的な情報開示を求め
る陳情
石岡市八郷総合支所の夜間警備業務委託の改善に係る
陳情
平成29年3月に策定された石岡市公共施設等総合管理
計画をスピード感をもって着実に推進することを求め
る陳情
石岡市道B0104号線の降雨による水溜まり箇所の改
善に係る陳情
石岡市本庁舎及び八郷総合支所を敷地内全面禁煙にす
ることを求める陳情

■賛成なしで不採択

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
４
回
定
例
会

令和６年度石岡市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ●

石岡市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の臨時特例に関する条例の制定 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ●

旧石岡地区にドッグラン設置を求める陳情 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

議 員 名
案 件 名

鈴
木　

将
史

富
田　

雅
史

中
根　

淳
一

鈴
木　

康
仁

飯
村　

一
夫

新
田　
　

茜

川
井　

幸
一

櫻
井　
　

茂

岡
野　

孝
雄

玉
造　

由
美

勝
村　

孝
行

谷
田
川　

泰

小
松　

豊
正

山
本　
　

進

村
上　

泰
道

池
田　

正
文

菱
沼　

和
幸

岡
野　

孝
男

髙
野　
　

要

鈴
木　

行
雄

第
４
回
定
例
会

令和５年度石岡市一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度石岡市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度石岡市介護保険特別会計歳入歳出決算
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度石岡市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市有公共用地貸借に関する調査特別委員会の設置
を求める決議 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

谷島市長の辞職を求める決議 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − ○ ● ○ − ● ○ ○

■賛否が分かれたもの（賛成少数で否決・不採択）

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決） ※「○」は賛成、「●」は反対、「−」は退席等
※議長は採決に加わりません。

令和６年第４回定例会

請
願
・
陳
情

脳脊髄液減少（漏出）症医療改善を求める意見書を国
及び茨城県に提出する事を求める請願（紹介議員：菱
沼和幸）

公共施設の予約期間に関する陳情

高齢者の加齢性難聴者に対する補聴器購入助成制度の
創設を求める陳情

意
見
書

脳脊髄液減少（漏出）症の専門医のいる病院の確保を
求める意見書

脳脊髄液減少（漏出）症の診断・治療体制の確立等を
求める意見書

令和６年第４回定例会

そ
の
他

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解（市
内中学校で著作権を有するイラストを許可なく使用し
たことに係るもの）
損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解（公
用車の人身、物損事故に係るもの）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解（公
用車の物損事故に係るもの）

「工事請負契約の締結について」の一部変更（Ｒ６園
部小学校外部改修工事）

土地の取得（茨城県フラワーパーク新設駐車場事業）

■全会一致で可決・採択

≪会議の欠席状況≫　１２/９　本会議　中根淳一・櫻井　茂　　１２/１０　本会議　中根淳一　　１２/１１　本会議　中根淳一・飯村一夫
 　　　　　　　　　 １２/１２　本会議　中根淳一　　１２/１３　文教厚生委員会　中根淳一
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一般質問
［12月9日〜12月11日］

　各議員が、市の行う事業の内容
を問いただしたり、政策提案をし
たりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣勝負が
繰り広げられます。

質問者 質問項目 頁

小松　豊正

複合文化施設の建設地

14

⾼齢者の加齢性難聴者に対す
る補聴器購⼊助成制度の創設
自動車運転免許証を自主返納
した高齢者への優遇制度を創
設すること
児童館館庭の整備
交通安全対策

玉造　由美
ＨＰＶワクチン接種
投票率アップに向けた取組
軟⾻伝導イヤホン導⼊

川井　幸一
⼋郷地区の振興策

15八郷地区の８小学校統合再編

山本　　進 廃校舎・跡地の利活⽤と今後
の課題

谷田川　泰

増加する⾼齢者の単⾝世帯へ
の施策

16

都市計画の見直しによる新た
なまちづくり制度の構築
市長の市政運営の進め方

鈴木　康仁

給食におけるアレルギー対応
ステーションパーク１階の整
備状況
人口減少対策

質問者 質問項目 頁

村上　泰道

⽯岡市の災害避難所の整備

17

公共交通の在り方
福祉産業における従事者確保
の現状

新田　　茜

石岡市における赤ちゃんの駅
の整備状況
⽯岡市の学校施設におけるト
イレ環境の整備

岡野　孝男

総合保健センター建設事業等

18

八郷総合支所園部出張所が
行ってきた事務の見直し
人事院勧告の実施と給与改定

富田　雅史
⼋郷総合⽀所の更なる有効的
な活⽤
市内小中学校の通学バス

櫻井　　茂
公共施設の貸し出し

19

デジタル化の推進
行財政改革の視点

鈴木　将史
⽯岡市の農業振興
石岡市内の各スポーツ施設の
環境整備に向けて

髙野　　要
ハラスメント防止

20
複合⽂化施設

紙面の都合上、　　　　で色付けした項
目のみ掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての
質問の録画映像をご覧いただけます。

※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

小
こ

松
まつ

　豊
とよまさ

正

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設

を

難
聴
を
放
っ
て
お

く
と
、
人
と
の
つ

な
が
り
も
弱
く
な
っ
て
く

る
し
、
難
聴
を
放
置
し
て

お
く
と
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
高
い
と
、
専
門

家
、
学
者
か
ら
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
補
聴
器
を
買
う
と
な

る
と
、
１
か
所
当
た
り
数

十
万
と
、
か
な
り
高
い
も

の
で
す
。
市
が
助
成
し

て
、
多
く
の
方
が
難
聴
を

補
聴
器
で
カ
バ
ー
す
る
こ

と
が
、
市
民
の
高
齢
化
社

会
に
と
っ
て
も
非
常
に
大

事
だ
と
考
え
ま
す
。
加
齢

性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
を
創
設

し
て
い
る
県
内
自
治
体
に

つ
い
て
、
執
行
部
と
し
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
こ

つ
こ
つ
と
歩
い
て
署
名
を

集
め
た
と
聞
い
て
お
り
、

議
会
に
６
４
３
筆
の
陳
情

署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ほ
か
の
自
治
体
を
参

考
例
に
し
て
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
、
積
極
的
に
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

県
内
で
加
齢
性
難

聴
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
助
成
を
実
施
し
て

い
る
市
町
村
は
、
令
和
６

年
12
月
１
日
現
在
で
10
市

町
村
あ
り
、
９
自
治
体
で

は
購
入
額
の
２
分
の
１
の

補
助
率
で
、
上
限
が
１
万

円
か
ら
３
万
円
。
残
り
１

自
治
体
が
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
ま
た
は
世
帯
員
全

員
の
市
県
民
税
が
非
課
税

の
方
が
５
万
円
、
そ
れ
以

外
の
方
が
２
万
５
０
０
０

円
の
補
助
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
対
象
者
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
自
治
体
は
、
65

歳
以
上
で
聴
覚
障
害
に
よ

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
要
件
と
伺
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
石
岡
市
で
は
、
聴

覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
交
付
対
象
者
、
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対

し
、
補
聴
器
購
入
補
助
を

し
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の

加
齢
性
難
聴
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
助
成
は
、
高
齢

者
の
孤
立
防
止
や
認
知
症

発
症
リ
ス
ク
軽
減
な
ど
へ

の
有
効
な
施
策
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
現
行

制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
国
の
動

向
、
他
市
の
状
況
等
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

玉
たまづくり

造　由
よし

美
み

耳
に
差
し
込
ま
な

い
タ
イ
プ
の
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
耳
の

近
く
に
当
て
る
だ
け
で
ク

リ
ア
な
音
が
聞
こ
え
る
イ

ヤ
ホ
ン
で
す
。
市
役
所
や

病
院
の
受
付
に
は
老
眼
鏡

は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
補
聴
器
は
設
置
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

石
岡
市
に
お
い
て
も
、
耳

の
聞
こ
え
が
悪
い
人
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守
る
上
で

も
、
窓
口
で
の
手
続
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
た
め
に
も

効
果
的
な
方
法
の
一
つ
で

あ
る
た
め
、
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
の
導
入
に
対
す
る

考
え
が
あ
る
か
。
軟
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
に
対
す
る
認

識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
自
治
体
で
も
導

入
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
日
立
市
、
高
萩

市
、
神
栖
市
、
八
千
代
町

な
ど
で
導
入
が
進
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
は
、
今

後
各
市
町
村
で
も
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
く
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
効
果
と
し
て

は
、
振
動
に
よ
っ
て
伝
わ

る
た
め
音
漏
れ
が
少
な
く

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ

れ
る
点
、
耳
を
塞
が
な
い

た
め
周
囲
の
音
も
聞
こ
え

る
点
、
イ
ヤ
ホ
ン
形
状
も

凹
凸
が
な
い
こ
と
か
ら
手

入
れ
が
し
や
す
く
、
衛
生

的
に
利
用
で
き
る
点
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
他
自
治
体
で

も
導
入
事
例
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
窓
口
で
の
対
応
に
お

い
て
役
立
つ
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

窓
口
対
応
に
お
い
て

は
、
ど
な
た
に
も
分
か
り

や
す
い
説
明
と
、
相
手
の

方
の
状
況
に
合
わ
せ
た
丁

寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ご

提
案
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
は
、
耳
が
聞
こ
え
づ
ら

い
高
齢
者
な
ど
へ
の
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
、
そ
の
有
効

性
が
広
く
認
識
さ
れ
、
自

治
体
や
金
融
機
関
の
窓
口

に
お
い
て
試
験
的
導
入
が

始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
他
自
治
体
の
検
証
結

果
を
調
査
し
、
耳
が
聞
こ

え
づ
ら
い
高
齢
者
な
ど
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
で

き
る
環
境
整
備
に
向
け
、

試
験
的
導
入
を
行
っ
て
い

き
な
が
ら
、
調
査
研
究
を

指
示
し
て
い
き
ま
す
。

耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
方
の
た

め
に
、
窓
口
へ
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
の
導
入
を

補聴器購入助成制
度実施　県内市町村
古河市、土浦市、筑西
市、常総市、龍ヶ崎市、
つくば市、稲敷市、城
里町、大洗町、東海村

※Ｒ6.12.1現在10市町村
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

山
やまもと

本　　進
すすむ

地
域
の
環
境
を
生
か
し
た
学

校
施
設
利
活
用
の
早
期
実
現

を

令
和
６
年
２
月
に

石
岡
小
学
校
創
立

１
５
０
周
年
の
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
感
動

も
冷
め
や
ら
な
い
う
ち

に
、
高
浜
小
学
校
、
三
村

小
学
校
、
関
川
小
学
校
の

閉
校
式
の
ニ
ュ
ー
ス
を

次
々
と
耳
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
９
月
に
な

る
と
、
石
岡
市
廃
校
跡
地

の
利
活
用
に
関
す
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

の
実
施
要
綱
が
公
表
さ

れ
、
本
年
11
月
８
日
ま
で

に
実
施
、
そ
の
結
果
は
11

月
下
旬
に
公
表
の
予
定
と

あ
り
ま
し
た
。
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
と

今
後
の
予
定
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
再

利
用
に
つ
い
て
、
執
行
部

の
基
本
的
な
考
え
を
改
め

て
伺
い
ま
す
。

　

高
浜
小
、
三
村
小
、
関

川
小
の
３
校
い
ず
れ
も
、

恋
瀬
川
、
霞
ヶ
浦
の
水
辺

の
環
境
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
創
造
と
、
人
材
育

成
の
拠
点
と
し
て
の
活
用

を
ぜ
ひ
視
野
に
入
れ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
執
行
部
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は

３
社
か
ら
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
社

が
高
浜
小
学
校
、
１
社
が

三
村
小
学
校
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
12
月
以
降
、
状

況
に
応
じ
地
元
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
結
果

を
基
に
候
補
者
を
選
定
す

る
、
改
め
て
詳
細
条
件
を

設
定
し
再
公
募
す
る
、
い

ず
れ
か
２
つ
の
流
れ
を
踏

ま
え
、
協
議
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
施
設
の
再
利
用
を
す
る

際
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
等
、
関
連
す
る
計

画
に
基
づ
き
関
係
各
課
と

連
携
し
な
が
ら
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
、
統
合
協

議
と
並
行
し
て
検
討
作
業

を
実
施
し
、
早
期
の
跡
地

利
活
用
を
図
れ
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

３
校
は
、
霞
ヶ
浦
に
も

近
く
、
水
辺
の
環
境
を
生

か
し
た
活
用
策
の
検
討

も
、
魅
力
的
な
提
案
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
へ

の
転
用
が
で
き
れ
ば
、
地

域
の
理
解
も
得
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
様
々
な
可
能

性
を
検
証
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

川
かわ

井
い

　幸
こういち

一

八
郷
地
区
の
振
興
策

地
域
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を

こ
れ
ま
で
私
は
、

八
郷
地
区
の
豊
富

な
果
樹
を
生
か
し
た
６
次

産
業
樹
立
、
物
品
を
販
売

し
情
報
発
信
で
き
る
道

の
駅
整
備
、
上
曽
ト
ン

ネ
ル
周
辺
の
振
興
計
画
策

定
、
移
住
者
を
呼
び
込
む

政
策
、
昭
和
レ
ト
ロ
な
柿

岡
商
店
街
と
し
て
の
整
備

等
、
数
々
の
提
案
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
び
、

検
討
す
る
と
の
答
弁
は
あ

る
も
の
の
、
何
も
始
ま
っ

て
い
な
い
。
真
剣
に
八
郷

地
区
、
ひ
い
て
は
当
市
の

活
性
化
を
考
え
て
い
る
の

か
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

多
く
の
方
が
週
末
、
道

の
駅
巡
り
を
し
て
い
ま

す
。
地
域
を
代
表
す
る
特

産
物
を
目
当
て
に
訪
れ
、

周
辺
観
光
し
て
い
く
、
拠

点
か
ら
面
の
観
光
へ
と
展

開
し
て
い
ま
す
。
人
や
物

の
交
流
を
盛
ん
に
さ
せ
、

特
産
品
や
加
工
品
が
売
れ

る
施
設
を
整
備
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
も
先
日
、

柿
岡
城
ま
つ
り
で
商
店
街

を
歩
か
れ
た
と
思
い
ま

す
。
今
こ
の
商
店
街
に
手

を
打
て
ば
、
人
を
引
き
つ

け
る
エ
リ
ア
と
な
る
と
確

信
し
ま
す
。
商
店
街
、
商

工
会
、
関
係
機
関
と
一
緒

に
な
っ
て
、
魅
力
あ
る
も

の
と
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

道
の
駅
整
備
は
、

観
光
振
興
の
重
要

な
拠
点
と
な
る
と
と
も

に
、
地
域
発
展
や
経
済
活

性
化
等
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
と
考
え
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る

と
、
交
流
人
口
拡
大
や
観

光
、
産
業
、
農
業
等
に
も

効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
県
南
地
区
と
県

西
地
区
の
重
要
な
基
軸
と

な
る
、
将
来
を
見
据
え
た

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
の
商
店
街
の
在
り

方
の
一
つ
と
し
て
、
商
業

的
機
能
だ
け
で
な
く
、
交

流
人
口
や
関
係
人
口
が
増

え
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

取
り
込
ん
で
い
く
か
、
あ

る
い
は
、
地
域
住
民
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支

援
機
能
の
充
実
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取

組
等
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
商
店
街
の

方
々
に
ご
意
見
等
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
商
工
会
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
柿
岡
商

店
街
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲八郷地区では
　柿などの果樹
　栽培、果物狩
　りが盛ん

▲サウンディング市場
調査の詳細はこちら
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

鈴
すず

木
き

　康
やすひと

仁

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
１
階

の
整
備　

よ
り
よ
い
も
の
を

造
る
た
め
の
再
検
討
を

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
１
階
の
整

備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

　

あ
れ
だ
け
予
算
特
別
委

員
会
で
こ
の
予
算
は
か
か

り
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
意
見
が
出
た
中
で
、
議

会
、
委
員
会
に
し
っ
か
り

と
説
明
し
て
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

や
は
り
幾
ら
予
算
を
設
け

て
も
、
こ
う
い
う
特
殊
な

工
事
に
関
し
て
は
、
概
算

を
常
任
委
員
会
に
報
告
し

た
ほ
う
が
、
こ
の
よ
う
な

認
識
の
違
い
が
出
な
い
の

か
な
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

も
う
入
札
は
出
て
い
ま

す
け
れ
ど
、
再
度
構
築
し

た
上
で
、
進
め
る
な
ら
進

め
て
も
仕
方
な
い
で
し
ょ

う
が
、
再
度
検
討
し
て
も

ら
え
る
か
伺
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
よ
り
よ
い
も
の
を

造
っ
て
い
く
に
も
、
や
は

り
本
当
に
予
算
が
な
い
と

い
う
中
で
、
こ
こ
は
節
約

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。
造
っ

た
後
に
、
い
や
こ
ん
な
の

じ
ゃ
な
か
っ
た
な
ん
て
い

う
無
責
任
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
再
考
し
て
く
だ

さ
い
。　

12
月
20
日
に
開
札

の
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
、
契
約
、

ま
ず
は
横
断
歩
道
の
整
備

工
事
を
先
行
し
て
や
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
年
内
に

契
約
締
結
の
見
込
み
で

す
。来
年
の
２
月
15
日
に
、

石
岡
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
前
夜
祭
の
会
場
と
し
て

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
を

使
用
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
の
前
ま
で
に
先
ほ

ど
言
っ
た
横
断
歩
道
の
整

備
工
事
を
行
い
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
前
夜
祭
の
後

に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ク
の
改
修
の
工
事
に
着
手

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

こ
ち
ら
側
の
説
明
と
、

委
員
会
の
齟
齬
が
あ
る
よ

う
な
状
況
で
す
。
こ
ち
ら

の
説
明
に
つ
い
て
納
得
い

た
だ
い
て
い
な
い
状
況
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

再
度
検
討
の
上
で
決
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

石
岡
市
の
将
来
を
見
据
え
、

増
加
す
る
高
齢
者
の
単
身
世

帯
へ
の
対
策
を

高
齢
者
の
単
身
世

帯
、
い
わ
ゆ
る
独

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

世
帯
は
、
全
国
的
に
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
私
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
お
い
て
も
、
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
す
。
ま
た
、
単
身
世

帯
は
未
婚
率
の
高
ま
り
と

比
例
し
、
現
時
点
で
の
単

身
世
帯
は
、
高
齢
者
の
単

身
世
帯
へ
と
移
行
し
て
い

き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

将
来
を
見
据
え
た
現
在
の

対
策
が
重
要
に
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
複
雑
多
様

化
す
る
社
会
環
境
に
お
い

て
、
独
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
環

境
の
変
化
に
対
し
柔
軟
か

つ
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
執
行

部
に
お
い
て
は
、
現
在
の

施
策
を
ど
の
よ
う
に
検
証

し
、
評
価
を
し
、
ま
た
改

善
を
図
り
、
将
来
に
向
け

て
予
想
さ
れ
る
高
齢
者
単

身
世
帯
へ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
単
身

世
帯
の
増
加
に
対
し
、
石

岡
市
の
現
状
、
将
来
推
計

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ

う
な
支
援
体
制
を
取
っ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

生
活
上
の
支
援
が

必
要
な
状
態
に

な
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
全
体
で
高
齢
者

を
支
え
る
活
動
が
重
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。現
在
、

当
市
に
お
い
て
行
っ
て
い

る
高
齢
者
単
身
世
帯
へ
の

具
体
的
な
支
援
で
す
が
、

安
否
確
認
を
目
的
に
乳
製

品
を
単
身
高
齢
者
の
自
宅

へ
届
け
る
愛
の
定
期
便
事

業
、
自
宅
に
お
弁
当
を
配

達
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

自
宅
の
固
定
電
話
に
通
報

装
置
を
取
り
付
け
、
救
急

時
に
消
防
署
に
連
絡
で
き

る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
高
齢
者
単
身
世

帯
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
行
政
が
提
供
し
て

い
る
見
守
り
活
動
等
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
推
進
が
課
題
と
捉
え
、

定
期
的
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
い
、
見
守
り
を
必
要
と

さ
れ
る
方
の
実
態
把
握
に

努
め
、
必
要
に
応
じ
て
内

容
を
見
直
し
、
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

▶︎
改
修
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る

石
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク

　

１
階
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

新
に っ た

田　　茜
あかね

長
引
い
た
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
感
染

リ
ス
ク
や
衛
生
面
の
観
点

か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け

る
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
は

重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。
長
い
時
間
を
学
校
で

過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
特
に
学
校
の
ト

イ
レ
環
境
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
本
年
第
１
回
定
例

会
で
も
同
様
の
質
問
を

し
、
そ
の
際
に
非
常
に
前

向
き
な
答
弁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
対

応
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

調
査
が
な
さ
れ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
本
年
11
月

の
時
点
で
、
ト
イ
レ
整

備
に
か
け
た
費
用
が
約

３
０
０
万
円
で
す
。
小
学

校
27
件
で
中
学
校
が
11

件
、
合
わ
せ
て
38
件
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
軽
微
な

応
急
処
置
的
な
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
の
か
な
と

推
測
で
き
ま
す
。
２
年
間

で
小
中
学
校
合
わ
せ
て
約

３
０
０
万
円
し
か
か
け
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
も
っ
と
予
算
を
か

け
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

議
員
か
ら
の
指
摘

も
踏
ま
え
、
小
中

学
校
の
ト
イ
レ
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
教
育
総
務
課

の
施
設
担
当
職
員
に
お
い

て
、
各
校
の
ト
イ
レ
の
状

況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
長
会
か
ら
も
修

繕
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
順
次
、
現
地

の
確
認
と
対
応
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
環
境
の
整
備

は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
、

力
を
込
め
て
ト
イ
レ
の
改

修
に
臨
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
大
規
模
な
工
事
計

画
と
の
整
合
性
は
図
り
つ

つ
も
、
ト
イ
レ
を
含
め
た

学
校
の
衛
生
環
境
の
向
上

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
楽
し
く
学

び
な
が
ら
、
石
岡
市
が
、

子
育
て
世
代
か
ら
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
、

学
校
の
ト
イ
レ
整
備
に
最

大
限
尽
力
す
る
よ
う
指
示

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
今
後
も
、
迅
速
に
環

境
整
備
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
、
強
力
に
指
示
を
し

て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
整
備

予
算
を
か
け
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き

村
むらかみ

上　泰
やすみち

道

現
在
、
市
内
に
は

39
か
所
の
避
難
所

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
避
難
所
の
想
定

さ
れ
て
い
る
大
概
が
体
育

館
等
で
、
旧
城
南
中
学
校

の
体
育
館
の
よ
う
に
、
フ

ロ
ア
が
丸
々
ず
れ
て
い

て
、
他
者
の
助
け
が
な
い

と
十
分
な
避
難
の
動
線
が

確
保
で
き
な
い
よ
う
な
環

境
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

旧
城
南
中
学
校
内
に
あ

る
武
道
館
フ
ロ
ア
に
つ
い

て
は
、
多
少
の
段
差
は
あ

り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
グ
ラ
ウ

ン
ド
レ
ベ
ル
と
同
等
の
レ

ベ
ル
で
、
体
育
館
に
比
べ

避
難
の
動
線
の
確
保
の
し

や
す
さ
や
、
安
全
性
に
つ

い
て
も
十
分
確
保
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
避
難
所
と
し

て
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

や
は
り
雨
漏
り
し
て
い
る

環
境
で
は
、
さ
す
が
に
現

状
と
し
て
す
ぐ
避
難
所
の

設
定
と
い
う
の
は
難
し
い

か
な
と
思
い
ま
す
が
、
逆

に
い
う
と
、
雨
漏
り
の
解

消
を
十
分
さ
れ
た
後
で
あ

れ
ば
、
安
全
な
避
難
所
と

し
て
使
え
る
と
考
え
ま
す

が
、
改
修
の
必
要
性
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

避
難
所
39
か
所
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

状
況
で
す
が
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
状
況
が
確
保
さ
れ

て
い
る
避
難
所
が
39
か
所

中
11
か
所
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
て
い
な
い
避
難

所
が
28
か
所
と
い
う
状
況

で
す
。
旧
城
南
中
学
校
内

の
武
道
館
で
す
が
、
多
少

の
段
差
は
あ
り
ま
す
が
、

体
育
館
よ
り
は
る
か
に
避

難
し
や
す
い
場
所
に
あ
る

こ
と
、
ま
た
畳
を
敷
く
こ

と
で
、
高
齢
者
の
方
、
そ

の
他
要
配
慮
者
の
方
に
も

避
難
し
や
す
い
環
境
に
な

る
の
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
避
難
所
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

か
な
り
有
効
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

避
難
所
と
し
て
運
営
し

て
い
る
体
育
館
を
は
じ

め
、武
道
館
に
つ
い
て
も
、

ふ
だ
ん
は
市
内
ス
ポ
ー
ツ

団
体
も
利
用
し
て
い
る
施

設
で
す
。
避
難
所
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
雨
漏
り
の
修
繕

に
向
け
た
予
算
化
を
指
示

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

避
難
所
と
し
て
安
全
性
や
有

効
性
が
あ
る
旧
城
南
中
学
校

武
道
館
の
活
用
を

▲避難所としての活用が期待される
　旧城南中学校の武道館
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

市
民
の
健
康
保
持
の
シ
ン
ボ

ル
的
建
物
と
し
て
の
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て

総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
建
設
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
以
前
同
僚
議

員
か
ら
、
完
成
予
定
は
い

つ
か
と
い
う
質
問
が
あ

り
、
令
和
９
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
も
変
わ
り
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　

あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
健

康
増
進
事
業
で
す
が
、
こ

れ
は
以
前
文
教
厚
生
委
員

会
の
管
外
視
察
で
、
石
川

県
白
山
市
で
行
っ
て
い
た

事
業
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
身
近
な
場
所
で
効
果
的

な
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
認
知
機
能
の
維
持
・

向
上
を
図
る
と
い
う
目
的

で
事
業
を
進
め
て
お
り
、

対
象
者
は
認
知
症
の
診
断

や
治
療
を
受
け
て
い
る
者

を
除
く
65
歳
以
上
で
す
。

国
の
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興

補
助
金
を
活
用
し
て
お

り
、
年
間
１
０
０
０
万
円

で
３
年
間
継
続
と
い
う
事

業
で
す
。
当
市
と
し
て
取

り
組
む
に
は
非
常
に
適
し

た
事
業
と
思
い
ま
す
が
、

答
弁
を
求
め
ま
す
。　
　
　

進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
、当
初
案
を
、

文
教
厚
生
委
員
会
や
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
で
の

意
見
を
参
考
に
、
平
屋
建

て
と
見
直
し
ま
し
た
。
建

築
面
積
が
増
加
し
、
候
補

地
の
再
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
ふ
れ
あ
い
の
里
の
北

側
で
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
10

月
に
は
石
岡
市
総
合
保
健

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本

計
画
を
策
定
し
、
ふ
れ
あ

い
の
里
北
側
を
最
終
的
な

候
補
地
と
し
ま
し
た
。
事

業
の
実
施
状
況
で
す
が
、

地
権
者
か
ら
土
地
調
査
の

了
承
が
得
ら
れ
た
た
め
、

用
地
取
得
の
た
め
の
測

量
・
調
査
業
務
に
着
手
し
、

今
年
度
中
の
完
了
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
令
和
９
年

４
月
の
開
設
を
目
標
と
し

て
事
業
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

あ
た
ま
と
か
ら
だ
の
健

康
増
進
事
業
で
す
が
、
新

た
な
事
業
の
検
討
に
お
い

て
、
庁
内
の
関
係
各
課
と

の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
提

案
い
た
だ
い
た
こ
と
も
含

め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
の
実
施
状
況
、
効

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
民

の
健
康
の
さ
ら
な
る
維
持

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、

今
後
も
調
査
研
究
を
行
い

た
い
と
考
え
ま
す
。

富
とみ

田
た

　雅
まさ

史
し

八
郷
総
合
支
所

市
民
の
集
ま
る
憩
い
の
場
へ

さ
ら
な
る
有
効
活
用
を

石
岡
市
と
八
郷
町

が
平
成
17
年
に
合

併
し
て
か
ら
、
来
年
で
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
八
郷

総
合
支
所
は
、
合
併
に
よ

り
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
活
用
し
、
多
目
的
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
図
書

館
な
ど
、
本
庁
に
な
い
機

能
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
遊

具
を
備
え
た
公
園
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
市
民
の
集
ま
る
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
に
整

備
、
活
用
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
活
用
状
況
と
現
在

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
現

状
、
新
た
な
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
の
拡
充
を
含
め
、

さ
ら
な
る
有
効
的
な
活
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

八
郷
総
合
支
所
に
あ
る

部
署
の
再
配
置
や
、
現
在

の
施
設
を
有
効
に
活
用
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
市
民

の
集
ま
る
場
所
に
し
て
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
八
郷
総
合
支
所

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

有
効
活
用
と
し

て
、
平
成
17
年
度

の
新
市
合
併
後
、
多
目
的

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
を

整
備
し
ま
し
た
。
本
庁
新

庁
舎
の
開
庁
に
伴
い
、
八

郷
総
合
支
所
複
合
施
設
と

し
て
、
11
の
課
局
と
図
書

館
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

営
す
る
障
が
い
者
福
祉
施

設
等
を
支
所
内
に
整
備
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
石

岡
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
八
郷
支
所
、
観
光

協
会
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
状

況
で
す
が
、
有
効
活
用
を

図
る
た
め
の
整
備
、
公
益

団
体
等
の
受
入
れ
に
よ

り
、
現
時
点
で
は
常
時
利

用
可
能
な
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で
す

が
、
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
の
一

部
を
利
用
し
て
配
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
状

況
に
配
慮
し
た
上
で
、
拡

充
が
可
能
で
あ
る
か
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
施
設
と
し

て
の
機
能
を
維
持
し
、
提

案
が
あ
っ
た
子
育
て
環
境

の
充
実
や
生
活
を
豊
か
に

す
る
活
動
を
通
し
て
、
市

民
が
生
き
生
き
と
集
い
、

交
流
で
き
る
よ
う
な
施
設

と
な
る
よ
う
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
の
拡
充
な
ど
も
指

示
し
ま
す
。
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

動　画

櫻
さくらい

井　　茂
しげる

公
共
施
設
の
使
用
と
使
用
料

減
免
の
許
可
に
つ
い
て
、
市

長
の
判
断
を
問
う

八
郷
総
合
運
動

公
園
で
開
催
さ

れ
た
Ｏ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
ｈ

ｉ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ

２
０
２
４
と
同
じ
内
容
の

イ
ベ
ン
ト
が
、
も
し
仮
に

石
岡
運
動
公
園
で
開
催
し

た
い
と
申
請
を
受
け
た
場

合
、
市
長
は
、
公
益
的
事

業
と
し
て
使
用
料
を
減

免
す
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。
都
市
公
園
条
例
は
有

料
事
業
を
認
め
て
い
ま
す

の
で
、
使
用
料
は
必
ず
徴

収
し
て
お
り
、
公
平
性
が

保
て
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｏ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ

ｈ
ｉ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ

ｌ
２
０
２
４
実
行
委
員
会

と
い
う
、
行
政
に
と
っ
て

非
常
に
美
し
く
聞
こ
え
る

名
前
を
、
公
益
的
な
団
体

と
勘
違
い
、
あ
る
い
は
拡

大
解
釈
し
て
、
市
長
は
後

援
名
義
を
許
可
し
、
教
育

長
は
施
設
の
使
用
許
可
と

使
用
料
減
免
を
許
可
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
。非
常
に
疑
問
で
す
。

　

今
回
指
摘
し
た
内
容
を

受
け
止
め
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
、
今
後
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

都
市
公
園
条
例
に

基
づ
き
、
対
象
に

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
減

免
、
利
用
を
許
可
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
公

益
の
考
え
方
か
と
思
い
ま

す
が
、
一
般
的
に
、
社
会

全
般
の
利
益
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
関
連
す
る
法
律

の
定
義
に
よ
る
と
、
公
益

目
的
事
業
と
は
、
学
術
、

慈
善
、
そ
の
他
文
化
・
芸

術
の
振
興
を
目
的
と
す
る

事
業
と
し
て
、
不
特
定
か

つ
多
数
の
者
の
利
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
も
の
等
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

は
、
プ
ロ
の
音
楽
等
に
不

特
定
多
数
の
市
内
外
の

方
々
が
無
料
で
参
加
で
き

る
機
会
だ
っ
た
の
で
、
公

益
性
が
あ
る
も
の
と
考

え
、認
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
後
援
に
つ
い
て

は
、
私
と
し
て
は
、
手
続

を
踏
ん
で
公
正
・
公
平
性

を
持
っ
て
認
め
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

条
例
に
つ
い
て
は
50
年
前

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
り
使
用
料
で
あ
っ
た

り
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
の
で
、
し
っ
か
り
こ
の

機
会
に
見
直
し
な
が
ら
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

鈴
すず

木
き

　将
まさふみ

史

農
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
、全
国
的
に
見
て
も
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で

あ
っ
た
り
後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

新
規
就
農
者
研
修
制
度

に
つ
い
て
、
石
岡
市
、
Ｊ

Ａ
や
さ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
受

入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
７
年
度
の
受

入
れ
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

研
修
を
終
え
市
内
で
就

農
す
る
と
の
こ
と
で
、
当

市
の
農
家
の
減
少
対
策
で

あ
っ
た
り
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
も
つ
な
が
り
、
夫

婦
で
受
入
れ
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
全
国
的
に

も
珍
し
い
制
度
で
す
が
、

家
族
で
の
定
住
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
人
口
減
少
の
対
策
に

も
一
定
の
効
果
が
出
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後

も
研
修
制
度
を
生
か
し
て

受
入
れ
を
続
け
て
い
く
必

要
性
は
十
分
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
今
後
の
受
入

れ
環
境
の
充
実
や
新
規
就

農
者
の
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。　
　

ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
や

さ
と
、
朝
日
里
山

フ
ァ
ー
ム
、
い
ず
れ
も
夫

婦
１
組
を
毎
年
受
け
入
れ

て
、
新
規
就
農
に
向
け
２

年
間
の
研
修
を
受
講
す
る

施
設
で
す
。
こ
れ
ま
で
切

れ
目
な
く
研
修
生
の
受
入

れ
を
行
い
ま
し
た
が
、
令

和
６
年
11
月
時
点
で
、
両

施
設
に
お
い
て
、
令
和
７

年
度
の
新
規
就
農
者
研
修

希
望
者
の
応
募
が
な
い
状

況
で
す
。
関
係
団
体
と
と

も
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
非
常
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
、
新
規
就
農
者
確

保
の
重
要
性
が
広
く
認
知

さ
れ
、
他
の
地
域
で
も
新

規
就
農
者
の
受
入
れ
環
境

整
備
や
支
援
拡
充
な
ど
が

進
ん
で
い
ま
す
。
提
案
さ

れ
た
研
修
者
や
新
規
就
農

者
の
住
ま
い
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
局
と
積
極
的

に
連
携
し
、
活
用
可
能

な
空
き
家
の
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
く
ほ
か
、
他
の

地
域
の
事
例
を
把
握
し
な

が
ら
、
新
規
就
農
を
希
望

さ
れ
る
方
々
か
ら
研
修
先

と
し
て
当
市
を
積
極
的
に

選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
、

新
規
就
農
者
の
受
入
れ
環

境
充
実
の
支
援
を
進
め
ま

す
。

石
岡
市
を
選
択
し
て
も
ら
う

魅
力
あ
る
新
規
就
農
者
研
修

制
度
を

規
則

条
例

▲朝日里山ファームの　　
　研修生は随時募集中
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※
各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

動　画

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

複
合
文
化
施
設
に

つ
い
て
、
９
月
に

議
会
か
ら
、
複
合
文
化
施

設
を
駅
東
地
区
へ
建
設
す

る
計
画
に
反
対
す
る
決
議

が
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

決
議
の
意
味
と
内
容
を
読

み
取
っ
た
上
で
進
め
て
い

る
と
言
え
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

市
長
選
挙
で
駅
東
地
区

に
造
る
と
話
し
て
い
た
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
覆

す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な

り
に
も
う
一
度
検
討
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。
最
終
答
申
が
出
さ
れ

た
直
後
に
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
建
設
す
る
と
発
言
し
た

こ
と
に
関
し
て
、
ど
こ
に

民
意
が
入
っ
て
い
る
の

か
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方

で
、
市
長
は
こ
の
事
業
を

進
め
ら
れ
ま
す
か
。
以
前

の
地
域
医
療
、
市
民
病
院

も
、
８
７
０
０
万
円
を
無

駄
に
使
い
ま
し
た
。
今
回

の
複
合
文
化
施
設
は
３
年

間
、
駅
東
に
向
か
っ
て
進

め
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

特
別
委
員
会
で
駅
東
の
建

設
に
反
対
さ
れ
る
と
簡

単
に
場
所
の
転
換
で
す
。

使
っ
た
経
費
は
１
億
６
１

０
０
万
円
で
す
。
病
院
と

今
回
の
失
態
で
使
っ
た
お

金
は
約
２
億
５
０
０
０
万

円
で
す
。
市
民
の
血
税
を

安
易
な
計
画
で
進
め
、
こ

の
よ
う
な
大
金
を
使
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
、
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
と
思
い
ま

す
。

議
会
に
お
い
て

は
、
第
３
回
定
例

会
中
に
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
決
議
に
加
え
、
９

月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
複

合
文
化
施
設
特
別
委
員
会

で
も
、
駅
東
地
区
へ
の
建

設
に
対
す
る
可
否
を
採
決

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
建
設
地
の
選
考
理

由
が
不
明
な
点
や
安
全
性

の
確
保
が
不
十
分
と
い
っ

た
理
由
に
よ
り
、
２
度
に

わ
た
り
駅
東
地
区
へ
建
設

す
る
こ
と
に
対
し
て
反
対

と
の
意
思
を
お
示
し
い
た

だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
重
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
市
長

選
挙
を
通
じ
て
、
複
合
文

化
施
設
、
こ
れ
は
閉
館
し

て
し
ま
っ
た
市
民
会
館
で

す
が
、
そ
の
市
民
ホ
ー
ル

の
整
備
を
前
進
さ
せ
る
こ

と
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
建
設
地
を
い
し
お

か
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
実

に
前
進
さ
せ
る
た
め
の
判

断
で
す
。

複
合
文
化
施
設　

イ
ベ
ン
ト

広
場
へ
の
建
設
地
変
更
に
民

意
は
あ
る
の
か

●議会インターネット中継●
生中継でも録画でも！本会議の様子がいつでも見られます

　⽯岡市議会では、より多くの市民の皆様に本会議を見ていただけるよう、インターネット
による生中継及び録画配信を行っています。スマートフォンやタブレット端末でもご覧いた
だけます。
　詳しくは、⽯岡市議会ホームページをご覧ください。

※生中継終了後、録画映像を掲載するまでには、おおむね１週間程度かかります。
※この議会中継は、⽯岡市議会の公式記録ではありません。
　公式の記録は会議録をご覧ください。

▲新市民ホールの建設が
検討されている、いし
おかイベント広場
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常任委員会の活動
　⽯岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業
務内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催し
ており、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会

文教厚生委員会

産業建設委員会

　既存の市公認マスコットキャラクターである３種
類４体から公式マスコットキャラクターが「ししま
る君」に決まり、今後の着ぐるみ作成について意見
が交わされました。
　12 月 16 日の委員会では中間報告があり、令和７
年 10 月の市制施行 20 周年記念を契機として「し
しまる君」の着ぐるみを２体作成し、市の認知度向
上や交流人口・関係人口の拡大、ふるさとへの愛着
や誇りのさらなる醸成につなげたいとの説明があり
ました。
　委員からは、「メンテナンスを考えると、足回りだ

　石岡市では現在、自主財源確保のための施策の一
環として、市の保有する施設に対し命名権を付与し、
命名権料として事業者（命名権者）から収入を得る
ネーミングライツパートナーの取組を進めています。
　10 月２日、12 月 13 日開催の委員会では、石岡
運動公園のネーミングライツパートナーの決定につ
いて、執行部から説明がありました。石岡運動公園
の総称としての愛称「茨城電設スポーツパーク石岡」
が設定されたほか、陸上競技場、体育館、多目的広
場にもそれぞれ愛称が設定され、１月１日から使用
が開始されています。市の収入となる今回の命名権

　12 月 17 日に開催した当委員会においては、一般
会計等の補正予算や市の施設に係る指定管理者の指
定に関する議案など、付託された議案 11 件の審査
を行い、すべて原案可決すべきものと決しました。
　また、所管事務の調査として、石岡駅周辺整備事
業についてとイベント広場の利活用について、執行
部より説明がありました。石岡駅周辺整備事業につ
いては、ステーションパークと国分町ポケットパー
クの整備について説明があり、委員からはステーショ
ンパークの整備に関する費用が約 6,600 万円かかる
ことや、国分町ポケットパークの整備の必要性につ

着ぐるみ作成事業

自主財源確保の取組

駅周辺の施設整備等

けは多分一番早くもたなくなる。素材によっては外
で２、３回履かれたらこすれが目立つようになるの
で、簡単なもののほうがいいのでは」、「式典時には
暑い時期が想定
されるので、そ
の点も留意しな
がら進めていた
だ け れ ば 」 と
いった意見が出
されました。　

料は、年間で 430 万円にのぼります。
　委員からは、「名
称の看板の設置費
用等はどうなって
いるか」との質問
があり、執行部か
らは、命名権者の
ほうで費用の負担
を行う旨の答弁が
ありました。

いてなどの質問があり、整備内容や整備費用などに
ついて説明がありました。また、イベント広場の利
活用については、９月から 10 月に実施されたサウ
ンディング調査に関して、参
加した事業者への説明と今後
の対応について質問があり、
企業側へ現状などについて説
明を行っているなどの説明が
ありました。

▲茨城電設スポーツアリーナ石岡

▲いしおかイベント広場
　サウンディング市場調
　査結果



編集後記

　日頃より市議会の活動に対しましてご理解とご協力
を賜り、御礼申し上げます。
　また、いしおか市議会だよりをお読み頂き誠にあり
がとうございます。
　本号では令和 6 年 12 月の第 4 回定例会の内容を掲
載してございます。第 4 回定例会では、提出された議
案の審査と、13 名の議員による一般質問が行われ、市
の事業における執行の状況、将来の方針、政策提言や
行政の課題等、市政一般に関する様々な質疑がなされ
ました。また本年 1 月は、議員研修会の実施や議会活
動の一つとして平成 28 年より開催している議会報告
会においても、主権者教育の一環として市内の高校へ
出向き議会活動の報告と意見交換を実施する新たな取
り組みを実施致しました。今後も、市民の皆様に議会
への関心を持って頂けるよう取り組んで参ります。
　石岡市議会、いしおか市議会だよりへのご意見、ご
感想などお気軽にお寄せください。（新田）　

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一　　副委員長　新田　　茜
委　員　小松　豊正　　委　員　谷田川　泰
委　員　飯村　一夫　　委　員　中根　淳一

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　石岡市議会では「開かれた議会」を目指し、
平成 28年度から「議会報告会」を開催してい
ます。
　今年度は、令和７年１月 28日に第９回とな
る報告会を石岡商業高等学校で開催しました。
　将来の石岡市を担っていく若い世代と議員が
直接交流することで、石岡市の様々な課題につ
いて活発な議論が交わされました。

　石岡市議会では、議員の資質向上を図ること
を目的に、議員研修会を開催しています。
　令和７年１月 21日、弁護士の帖佐直美氏を
講師にお招きし、「議員のコンプライアンスに
ついて」をテーマに、議員研修会を開催しまし
た。市民の付託を受けた議員に求められるコン
プライアンス意識の高さを認識するための、有
意義な機会となりました。

議会報告会を
開催しました

議員研修会を
開催しました

議会報告会議員研修会

月　日 内　　容 場　所 中継

2月25日㈫ 開会日（議案の提案理
由説明など） 本会議場 ○

3月  3日㈪ 代表質問 本会議場 ○

3月  4日㈫ 一般質問 本会議場 ○

3月  5日㈬ 一般質問 本会議場 ○

3月  6日㈭ 一般質問 本会議場 ○

3月  7日㈮ 議案質疑 本会議場 ○

3月10日㈪ 予算特別委員会
（総務企画委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月11日㈫ 予算特別委員会
（文教厚生委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月12日㈬ 予算特別委員会
（産業建設委員会所管）

全　　員
協議会室 ○

3月13日㈭ 予算特別委員会
（総括審査）

全　　員
協議会室 ○

3月14日㈮ 文教厚生委員会 委員会室

3月17日㈪ 総務企画委員会 委員会室

3月18日㈫ 産業建設委員会 委員会室

3月19日㈬ 議会運営委員会 全　　員
協議会室

3月21日㈮ 閉会日（議案の採決な
ど） 本会議場 ○

第１回定例会の予定

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね
１週間以内に行っています。

※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲
覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

議員研修会の様子 議会報告会の様子


